
白
豪
神
社
所
蔵
『
白
単
調
神
社
縁
起
』

註
釈
(
二
)

白
髪
神
社
所
蔵

『
白
嶺
神
社
縁
起
」

は
じ
め
に

こ
の
た
び
滋
賀
県
・
自
転
調
神
社
蔵
『
白
須
神
社
縁
起
』
本
文
に
註
釈
を
付

け
て
発
表
す
る
事
と
し
た
。

注
解
の
対
象
と
な
る
資
料
名
は
、
『
神
道
大
系
』
で
は
『
自
転
調
紳
枇
縁

起
』
、
白
類
神
社
の
ホ
|
ム
ベ
l
ジ
で
は
『
白
単
調
大
明
神
縁
起
絵
巻
』
『
白
雲

社
縁
起
』
と
あ
る
。
本
稿
で
は
「
白
嶺
紳
枇
縁
起
」
に
従
っ
た
。

な
お
、
調
書
第
一
段
か
ら
第
六
段
ま
で
の
註
釈
は
、
「
白
祭
神
社

所
蔵
『
自
費
神
社
縁
起
』
註
釈
(
一
)
」
と
し
て
「
地
域
文
化
研
究
」

二
九
・
三

0
・
三
一
合
併
号
(
梅
光
学
院
大
学
地
域
文
化
研
究
所
発
行
平
成

二
八
年
九
月
)
に
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
註
釈
(
一
)
に
引
き
続
き
、
白
嶺

神
社
が
公
開
し
て
い
る
翻
刻
を
テ
キ
ス
ト
に
し
、
語
注
を
加
え
て
ゆ
く
。

た
だ
し
、
本
文
は
、
読
み
易
さ
の
便
を
図
っ
て
、
筆
者
が
適
宜
、
濁
点
・

句
読
点
・
送
り
仮
名
・
ル
ピ
を
補
っ
た
り
、
漢
字
の
字
体
を
変
え
た
り
し
た

事
を
お
断
り
し
て
お
く
。

註
釈
/ー¥

一、，_/

日

高

日
日日

千

『
白
単
調
神
社
縁
起
』
は
、
『
神
道
大
系
』
に
翻
刻
(
絵
図
は
影
印
で
紹
介
)

さ
れ
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翻
刻
が
白
嶺
神
社
の
ホ
|
ム
ペ
ー

ジ
上
で
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
『
神
道
大
系
』
の
翻
刻
と
は
異
な
る
点
も
多

く
、
興
味
深
い
。
『
自
転
調
神
社
縁
起
』
は
、
そ
の
内
容
が
神
世
か
ら
戦
国
時

代
に
至
る
ま
で
の
長
い
時
代
に
わ
た
る
物
語
で
、
説
話
的
奇
趣
に
溢
れ
、
読

み
物
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
処
々
に
神
仏
習
合
思
想
が
反
映
し

て
い
て
、
宗
教
学
的
・
民
俗
学
的
に
も
深
い
関
心
を
集
め
て
よ
い
も
の
で
あ

る。
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な
お
、
本
稿
後
半
部
の
注
で
、
『
江
源
武
鑑
』
を
参
照
し
た
と
お
ぼ
し
い

箇
所
を
多
く
指
摘
し
た
『
江
源
武
鑑
』
は
、
天
文
六
年
(
一
五
三
七
)
か
ら

元
和
九
年
(
一
六
二
三
)
ま
で
の
佐
々
木
六
角
氏
の
動
向
を
日
記
形
式
に
綴

っ
た
書
物
で
あ
り
、
沢
田
源
内
が
六
角
氏
の
嫡
系
で
あ
る
事
を
示
す
た
め
に

史
実
を
ま
じ
え
な
が
ら
創
作
し
た
偽
書
と
し
て
の
疑
い
が
強
く
、
江
州
の
怪

奇
的
な
出
来
事
等
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
江
源
武
鑑
』
は
、
偽
書

と
見
ら
れ
な
が
ら
も
元
和
か
ら
延
享
に
か
け
、
度
々
重
版
さ
れ
た
書
物
で
あ



る
。
『
白
臨
調
神
社
縁
起
』
の
筆
者
の
一
人
で
、
『
江
源
武
鑑
』
の
記
事
を
調
書

に
用
い
た
と
お
ぼ
し
い
藤
原
俊
清
(
末
尾
補
記
)
を
含
め
、
書
き
手
達
が
、

当
時
、
世
に
流
通
し
て
い
た
『
江
源
武
鑑
』
を
手
元
に
お
い
て
、
そ
の
内
容

を
縁
起
の
本
文
に
と
り
こ
ん
だ
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
。

本
稿
の
註
釈
に
お
い
て
は
、
『
白
臨
調
神
社
縁
起
』
を
近
世
期
に
記
さ
れ
た

説
話
文
学
と
し
て
捉
え
、
そ
の
個
々
の
記
事
が
ど
の
よ
う
な
先
行
文
献
の
影

響
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
の
か
検
討
を
試
み
た
ま
で
で
あ
り
、
『
江
源
武
鑑
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る
史
実
性
を
あ
げ
つ
ら
い
、
そ
れ
を
無
批
判
に
参
考
に
し

た
ら
し
い
『
白
祭
神
社
縁
起
』
の
文
学
的
価
値
を
庇
め
る
意
図
は
決
し
て
な

い
事
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

こ
の
た
び
、
『
白
嶺
神
社
縁
起
』
を
最
後
ま
で
読
み
進
め
る
に
あ
た
り
、

近
世
の
江
州
に
お
け
る
歴
史
的
背
景
を
感
じ
取
れ
た
事
に
加
え
、
自
転
調
神
社

信
仰
を
近
世
文
学
・
宗
教
学
・
民
俗
学
を
踏
ま
え
た
様
々
な
視
点
か
ら
検
討

す
る
益
を
得
る
事
が
で
き
た
。

本
註
釈
を
通
し
て
、
『
白
嶺
神
社
縁
起
』
が
学
界
に
お
い
て
一
層
の
関
心

を
集
め
る
事
を
期
待
す
る
と
同
時
に
、
将
来
、
猿
田
彦
研
究
及
び
白
嶺
神
社

信
仰
研
究
に
枠
益
さ
れ
る
事
を
願
う
。

最
後
に
、
註
釈
に
取
り
掛
か
る
に
あ
た
り
、
ご
支
援
頂
い
た
白
毅
神
社
宮

司
・
高
橋
敬
一
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
長
期
に
渡
り
、

様
々
な
面
か
ら
お
導
き
く
だ
さ
っ
た
本
学
の
倉
本
昭
先
生
に
心
よ
り
感
謝
し

た
い
。

白
磁
調
神
社
所
蔵
『
白
指
摘
神
社
縁
起
』

註
釈
(
二
)

白
祭
神
社
湖
中
大
鳥
居

白
蜜
神
社
本
殿

白
髪
神
社
拝
殿
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1

現
存
の
版
本
は
、
元
和
七
年
版
、
明
暦
二
年
版
、
延
事
五
年
版
の
ほ
か
、
刊
年
不
明
の
も
の
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。



自
転
調
神
社
所
蔵
『
自
転
調
神
社
縁
起
』

註
釈
(
二
)

(
詞
書
第
六
段
)

ζ
ん
り
ふ

1

る

し

ゃ

u
dつ

聖
武
天
皇
、
東
大
寺
を
建
立
い
た
し
、
一
丈
六
尺
な
る
鹿
遮
那
仏
の
銅
像
を
つ
く
ら
せ
給
ふ

E

E

U

J

A

E

-

-

z

!

ゎ

L
T
f
ぷ

1

に
、
此
時
、
我
図
い
ま
だ
黄
金
な
か
り
し
ゅ
へ
、
帝
、
僧
正
良
緋
に
制
刀
朋
金
桜
山
は
、
其

ζ
ん

が

う

さ

わ

今

?

地
皆
黄
金
也
。
金
剛
厳
王
ほ
さ
ち
に
祈
り
、
金
を
も
と
め
、
銅
像
の
務
を
た
す
け
よ
。
と
み
こ

と
の
り
し
給
ふ
ゆ
へ
、
僧
正
、
彼
山
に
登
、
祈
念
し
給
ふ
に
、
金
剛
王
、
夢
中
に
、
此
山
の
黄
金

み

ろ

〈

が

つ

は
、
弥
勅
出
世
の
時
、
大
地
に
し
か
む
震
な
れ
ば
、
み
つ
か
ら
ほ
し
い
ま
h

に
し
が
た
し
。
江

し
う

a
せ

州
、
湖
の
南
の
勢
多
と
い
ふ
所
に
、
一
の
山
あ
り
。
汝
、
彼
に
い
た
り
持
念
せ
ば
、
必
黄
金
を
得

む
。
と
告
給
ふ
に
ま
か
せ
て
、
勢
多
に
趣
き
ぬ
る
に
、
老
翁
一
人
、
巨
石
の
う
へ
に
座
し
て
釣
た

る
〉
あ
り
。
其
の
か
た
ち
凡
人
と
み
へ
ざ
り
け
れ
ば
、
僧
正
、
何
人
と
尋
ら
れ
し
に
、
我
は
此
山

ひ

ら

み

や

ろ

む

ん

に

よ

い

り

ん

く

わ

ん

お

ん

同

れ

い

お

う

ζ

ニ

の
主
、
比
良
明
一
柿
也
。
此
地
は
如
意
輪
観
音
霊
臆
の
地
ぞ
か
し
。
愛
に
し
て
祈
念
せ
ば
、
汝

が
願
、
は
や
く
成
就
す
べ
し
、
と
告
て
、
た
ち
ま
ち
み
へ
ず
な
り
ぬ
。
其
石
の
傍
に
、
草
の
慮

u

n

句
の
く
に

を
む
す
び
、
観
音
の
像
を
安
回
す
。
石
山
寺
是
也
。
か
く
し
て
程
な
く
仲
間
由
民
悶
よ
り
、
金
を
買

調
に
奉
り
し
。
是
し
か
し
な
が
ら
王
の
擁
護
、
槻
立
自
の
窓
際
の
み
に
限
ら
ず
。
A
H
川
枇
明
一
例
も
加

2

付
haに
て
、
『
白
績
大
明
神
縁
起
絵
巻
』
『
三
宝
絵
』
『
今
昔
物
話
聾
』
『
県
大
寺
要
録
』
『
-
語
学
縛
円
』
『
石
山
守
縁
起
』
『
石

山
物
語
』
『
本
朝
高
僧
仰
』
の
比
較
を
記
す
。

3

「
奈
良
町
大
仏
」
で
知
ら
れ
る
東
大
寺
大
仏
胞
の
仏
像
。

4
推
古
三
二
年
(
六
二
四
)
に
伯
達
也
統
制
を
図
る
た
め
中
国
白
「
僧
官
」
に
倣
い
、
「
僧
正
」
「
僧
廊
」
加
え
て
天
武
天
皇

一
二
年
(
六
八
一
二
)
に
「
法
頭
(
後
の
律
師
)
」
町
三
つ
の
僧
職
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
を
僧
績
と
い
う
e
僧
正
は
そ
の
第
一
等
官
。

奈
良
時
代
に
は
僧
鋼
所
が
薬
師
寺
に
、
そ
し
て
平
安
盃
都
後
は
西
寺
に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
執
務
を
行
っ
た
が
、
後
に
名
誉

職
的
な
も
の
と
む
っ
た
。

5

華
墜
示
の
僧
。
聖
武
天
皇
の
命
に
よ
り
車
大
寺
建
立
に
力
を
注
ぐ
。
仏
殿
完
成
後
、
h
y
僧
都
と
な
り
、
翌
年
、
直
舎
郎
仏

眼
完
成
に
伴
い
寺
務
を
司
る
初
代
東
大
寺
別
当
と
な
る
。
更
に
僧
階
の
改
正
に
も
尺
カ
。
宝
亀
四
年
{
七
七
三
)
に
僧
正
と
な
る
。

6

奈
良
県
白
吉
野
山
か
ら
山
上
ヶ
岳
ま
で
由
連
峰
。

7

「
落
成
」
と
あ
る
の
が
本
来
で
あ
勺
た
だ
ろ
う
。

8

滋
賀
県
大
津
市
の
瀬
田
川
付
近
。

9

現
在
の
伽
藍
山
。

川
祈
り
等
を
持
げ
る
事
に
対
し
て
、
神
仏
が
応
え
返
し
て
く
れ
る
現
卑
。

口
市
雌
を
設
け
て
念
持
仏
を
安
聞
し
た
。

は
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
苛
良
併
が
間
内
明
徳
太
子
が
所
蔵
し
て
い
た
と
伝
わ
る
加
軍
縮
製
品
を
配
る
。

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
七
冊
「

1

寺
誌
波
書
第
こ
所
収
型
白
山
寺
縁
起
』
喜
一
に
は
「
本
却
は
ニ
刊
の
如
意
輪
六
可
の
金

銅
の
品
開
。
型
徳
太
子
二
生
の
御
本
尊
云
々
。
丈
六
回
抑
像
を
造
て
。
其
御
身
に
彼
お
像
を
こ
め
た
て
ま
つ
る
。
左
右
に
脇
士
あ
り
。

左
は
金
剛
蔵
王
。
右
は
執
金
剛
神
な
り
。
」
と
あ
る
。

日
金
剛
産
主
権
現
。

日
れ

U
た
の
か
h

助
の
ち
か
ら
を
そ
へ
給
ふ
ゆ
へ
也
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
明
神
も
人
に
一
耐
を
さ
づ
く
れ
ば
、
大
凹
紳

誌
づ
《

と
名
付
と
告
給
ふ
ら
め
。
有
難
き
事
に
あ
ら
ず
や
。
此
時
の
事
に
や
、
中
納
言
家
持
卿
の
寄
に

げ

す

の

λ

さ

み

む

の

〈

や

ま

皇
の
御
代
さ
か
へ
む
と
東
な
る
陸
奥
山
に
こ
か
ね
花
さ
く
、

と
な
む
よ
ま
れ
し
、
古
前
向
葉
集
に
入
。

(
詞
書
第
七
段
)

口

ひ

え

い

ぶ

ん

よ

か

れ

同

ゐ

ゃ

う

じ

ん

つ

句

た

れ

い

わ

又
、
い
つ
の
時
に
か
現
形
し
給
ひ
け
ん
。
比
叡
山
横
川
に
も
明
神
釣
垂
岩
と
で
あ
り
。
亦
、

も
と
よ
り
祉
の
前
に
も
巨
石
あ
り
て
、
其
釣
霊
し
時
、
坐
し
給
ふ
跡
と
て
、
今
に
の
こ
れ
り
。

↑

比

良

山

↑

比

良

明

神

影

向

石
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H

『
神
学
大
重
論
説
語
五
「
伊
勢
神
道
(
上
)
」
所
収
『
伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎮
座
侍
起
紳
記
第
一
に
は
豆
戸
復
局
生

無
仁
、
授
輿
書
面
之
故
、
名
犬
田
神
。
茸
百
能
反
魂
鯛
之
故
、
腕
興
亙
一
岬
」
と
あ
る
。

同
大
系
首
編
二
『
古
今
神
畢
頭
編
〔
上
)
』
所
収
『
古
今
神
田
牢
類
編
』
巷
一
-
一
宗
廟
篇
「
二
所
皇
太
神
宮
」
に
は
「
御
名
モ
カ
ハ

リ
テ
太
田
命
卜
申
ス
。
是
強
国
彦
ノ
紳
ノ
苗
商
ト
宣
フ
故
也
」
と
あ
る
。

日
大
伴
家
持
。

ス
，
，
回
・

J

E

E

-

-

持

品

ゐ

ト

7
M，
-
7
e
e
・
5
a
'
'
'
-
T
-
e
-
一-z
-
n
.. 

，a
v
'
 

国
『
万
葉
集
』
巷
一
八
に
は
「
須
画
毘
臨
御
代
佐
可
延
室
阿
踊
麻
奈
流
英
知
能
久
夜
麻
溺
金
花
佐
久
」
と
あ
る
。
(
テ

キ
ス
ト
は
岩
説
書
官
『
契
沖
全
集
第
七
巻
』
所
収
『
万
葉
代
匠
記
」
に
よ
る
)

『
夫
木
和
歌
抄
』
巷
三
二
雑
部
一
四
「
金
」
に
は
「
み
ち
の
く
よ
り
は
じ
め
て
金
を
ま
ゐ
ら
せ
た
り
け
る
時
、
」
と
の
詞
#
に
続
き
「
阜

の
御
代
さ
か
へ
ん
と
あ
づ
ま
な
る
み
ち
の
く
山
に
こ
が
ね
花
さ
く
」
と
あ
る
。

『
詞
霊

E
第
三
に
は
「
君
臨
さ
か
へ
ん
と
斑
な
る
み
ち
の
く
山
室
き
ま
く
」
と
あ
る
。

『
歌
林
良
材
製
』
下
「
一
奥
州
企
花
事
」
に
は
「
す
め
ろ
き
の
御
代
さ
か
へ
ん
と
東
な
る
み
ち
白
く
山
に
合
花
さ
く
」
と
あ
る
。

口
比
叡
山
延
桝
寺
田
愉
川
中
占
1
1一
も
し
く
は
そ
の
界
限
を
指
す
。
備
川
中
堂
は
棋
符
元
年
(
八
四
八
〕
に
製
貰
唱
と
し
て
懇

党
大
帥
川
仁
に
よ
ゥ
て
開
か
れ
た
。
感
覚
大
帥
作
の
剛
山
観
世
行
停
維
が
本
抽
帯
。

凶
老
翁
と
し
て
現
れ
た
小
比
板
明
神
と
最
滋
が
出
会
っ
た
山
口
。
石
山
寺
に
は
「
比
良
明
神
彫
自
白
」
と
し
て
伝
え
・
り
れ
て
い
る
。

『
神
道
大
系
』
神
社
編
二
九
「
日
吉
」
所
収
『
日
吉
山
王
櫛
現
知
新
記
』
「
降
臨
時
代
事
」
に
は
「
志
賀
補
造
的
魚
民
地
主
、
稗
時
日
、

我
此
所
弘
悌
法
制
何
、
翁
寄
目
、
技
久
主
此
地
、
我
白
人
祷
六
千
歳
時
至
今
見
頑
木
製
局
葦
席
、
民
例
法
結
界
、
即
吾
無
釣
所
、

得
尊
牌
館
、
骨
藁
師
善
逝
白
車
方
東
告
目
、
我
白
人
喬
二
高
成
時
局
此
地
主
、
彼
老
民
有
我
、
我
何
惜
之
、
今
献
禅
師
時
宜
筒
働

法
流
布
之
山
、
相
約
己
而
東
西
各
去
、
翁
者
自
錯
明
科
也
」
と
あ
る
。



(
詞
書
第
八
段
)

凶

え

い

さ

ん

だ

い

い

ち

ぎ

す

初

引

は

」

ぜ

い

n

叡
山
第
一
座
主
、
修
禅
院
義
民
和
尚
の
弟
子
に
、
法
勢
と
申
人
い
ま
そ
か
り
け
り
。
承
和
八
年
、

nh"
に

舎

ん

紅

比
良
山
の
鎚
、
和
湿
の
村
を
過
と
て
、
あ
や
し
の
家
に
宿
を
か
ら
れ
し
。
其
婦
、
俄
に
く
る
ひ
て
、

，、h
A
U
ん
会
。
今

観
音
経
を
よ
み
給
へ
、
我
き
か
ん
、
と
申
。
観
音
経
を
持
し
侍
れ
ど
、
狂
人
の
言
と
お
も
ひ
、
経

o
g
 

を
も
た
ざ
れ
ば
よ
む
事
あ
た
は
じ
、
と
答
し
に
、
曽
に
掛
し
袋
の
中
に
有
も
の
を
、
と
申
せ
ば
、
お

ど

・

ゃ

う

ひ

ら

の

か

み

ど
ろ
き
あ
や
し
み
讃
経
せ
し
に
、
婦
人
掌
を
あ
は
せ
、
我
は
是
、
比
良
神
也
、
と
申
せ
し
か
ば
、
法

み
ゃ
う

f

M

2

2

よ
は
ひ

勢
、
い
づ
れ
の
明
紳
も
皆
、
通
力
を
そ
な
へ
た
ま
ふ
う
へ
に
、
比
良
神
は
わ
き
て
世
帯
長
き
よ
し
な
れ

し
や
か
ど
い

1
w
aい
て

ん

あ

ひ

笥

て

ん

g

，、

ぱ
、
定
め
て
縛
迦
大
師
、
西
天
に
出
世
し
給
ふ
に
逢
給
ひ
ぬ
ら
ん
、
と
尋
ら
れ
し
に
、
我
は
天
竺

お
し
よ
て
ん

に
ゆ
か
ず
。
さ
れ
ど
も
千
数
百
年
の
前
に
か
や
、
諸
天
お
ほ
く
西
の
方
に
飛
去
ぬ
。
さ
だ
め
で
縛
迦

之
ぷ
っ
ぽ
さ
つ
幻
釘
白
今
一
じ
ゃ
〈

出
世
の
時
な
ら
ん
。
と
告
給
ひ
ぬ
。
古
備
菩
薩
の
臆
鑑
、
な
ん
ぞ
縛
迦
の
出
世
を
し
り
給
は
ざ
ら

ん
。
な
れ
ど
も
仮
に
不
知
の
相
を
顕
は
し
、
観
音
綬
を
聞
た
ま
ふ
ら
め
。
何
が
し
の
紳
の
、
衣
を
乞

却
ほ
勺
"
は
句
ζ

令

得
給
ひ
し
に
も
か
は
ら
ざ
る
事
よ
。
い
ま
に
毎
歳
、
山
門
の
僧
侶
を
諮
し
、
法
華
八
識
を
開
演
す
れ

"
し
ん
旬
よ

ば
、
紳
慮
さ
こ
そ
う
れ
し
と
お
ぼ
し
め
さ
め
と
、
お
も
ほ
ゆ
る
事
に
こ
そ
。

凶
延
磨
寺
白
昼
高
位
の
倒
。

仰
天
占
禁
自
助
『
民
選
司
弟
子
で
、
天
長
元
年
(
八
二
回
}
に
延
軍
事
一
世
座
主
と
な
る
.

剖
五
ム
暴
の
倒
。
義
揖
の
弟
子
で
、
法
華
経
由
観
世
草
暮
壁
品
川
凶
器
二
五
の
読
経
に
励
ん
だ
.

n
『
本
朝
高
僧
陣
』
巷
七
所
収
『
証
州
書
山
沙
門
法
勢
陣
』
(
元
事
開
番
第
九
に
よ
る
}
に
は
「
樟
法
笥
延
暦
茸
貫
之
徒
也
。

立
性
卓
司
不
興
騨
考
常
舗
普
問
H
窪
勤
。
一
日
過
江
州
比
良
山
河
宿
和
遁
民
家
。
其
鍋
俄
患
熱
有
不
吉
λ
事
。
忽
向
勢
目
。

乞
師
舗
観
賞
吟
我
欲
閉
毛
勢
以
先
延
有
給
月
我
無
理
高
司
M

冊
目
.
堕
背
嚢
非
縄
略
勢
乃
焼
香
朗
喝
望
量
目
。

我
比
良
明
神
常
幸
聴
妙
高
司
不
任
感
竜
勢
目
。
我
聞
神
世
有
捕
可
能
知
三
一
世
事
。
昔
縛
迎
佃
来
出
現
監
六
三
骨
嶋
穂
奇

跡
目
。
我
定
江
即
時
然
一
千
敷
白
齢
年
司
諸
天
閣
科
書
西
漕
匂
車
其
樗
噂
出
世
之
時
乎
.
努
後
宵
母
至
仰
偉
大
法
師
時

貞
観
十
年
正
月
八
目
。
大
極
限
最
勝
王
纏
歯
畢
教
局
講
師
」
と
あ
る
.

『
大
日
本
仏
教
金
主
所
収
『
天
台
飯
原
』
五
編
喜
一
に
は
「
法
特
叡
山
義
挺
之
徒
也
.
智
韓
大
師
奇
称
法
勢
師
兄
.
華

町
八
年
.
過
近
州
比
良
山
下
.
制
爾
吋
宿
民
曲
集
巴
家
島
俄
笥
狂
言
目
。
師
繍
観
音
普
門
口
句
読
欲
鵬
奇
勢
車
笠
品
川
口
白
日

然
思
狂
病
占
之
骨
H

不
足
時
使
回
。
我
無
鰻
本
.
敏
不
能
匂
鍋
人
月
師
刊
灘
見
鰻
在
属
。
勢
不
得
己
。
出
綴
綱
之
@
婦
人
合

掌
目
。
我
比
組
問
神
也
。
勢
回
。
我
聞
神
皆
有
通
。
又
長
考
昔
釈
趨
文
。
出
世
草
花
未
審
見
知
一
奇
婦
人
目
。
我
不
佳
節
度
。

然
千
数
百
隻
句
諸
夫
一
多
酋
翠
有
量
迦
式
出
世
陣
乎
」
と
あ
る
.

『
ぷ
朝
高
僧
縛
』
巷
七
四
に
は
「
富
山
法
笥
宿
比
良
山
下
民
宅
紳
託
家
埼
タ
話
通
普
門
口
句
会
露
問
。
働
時
紳
知
縛

時
出
世
乎
.
日
我
不
住
節
度
二
千
生
時
諸
天
西
準
高
時
思
と
あ
る
.

お
滋
賀
県
大
路
市
白
琵
琶
頑
沿
岸
世
叫

剖
禅
定
に
よ
り
使
え
る
神
通
有

お
イ
ン
ド
。

鉛
天
上
界
白
神
仏
申
総
句

幻
仏
や
普
躍
が
人
の
聾
で
こ
の
世
に
現
れ
る
明
。

舗
法
華
経
由
全
八
巻
を
朝
盛
と
タ
座
に
分
け
、
四
日
間
講
経
す
る
.

m
神
白
御
心
.

白
掘
調
神
社
所
蔵
『
白
嶺
神
社
縁
起
』

註
釈
(
二
)

(
詞
書
第
九
段
)

へ

ん

い

別

え

い

《

わ

い

此
一
脚
に
限
ら
じ
な
れ
ど
、
天
下
の
嬰
異
あ
ら
ん
時
は
、
妖
佐
を
し
め
し
て
、
人
に
つ
注
し
ま
し
め

ぉ

給
ふ
と
に
や
。
康
安
元
年
、
紅
の
前
に
二
町
餓
の
石
橋
あ
ら
は
れ
、
永
禄
五
年
、
一
町
程
沖
に
石

の
紳
門
あ
ら
は
る
。
ま
こ
と
に
あ
や
し
の
事
也
。

(
詞
書
鑑
Z
T段
)

つ

が

う

針

路

将
軍
家
に
も
渇
仰
し
給
ふ
事
多
き
中
に
、
光
源
院
贈
左
府
義
輝
公
、
弘
治
三
年
、
嘗
祉
に
御
参
詣

い
ま
せ
し
と
か
や
。

(
詞
書
第
十
一
段
)

初

計

舗

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
御
弟
霊
陽
院
権
大
納
言
義
昭
卿
、
武
運
の
お
と
ろ
へ
ゅ
く
を
か
な
し
み
、

鈎
『
江
源
武
鑑
厄
巻
一

O
K栂
七
隼
-
二
月
一
九
日
由
紀
に
は
「
申
剖
地
質
白
ヒ
ゲ
ノ
社
ノ
上
告
戸
ヨ
リ
白
蛇
水
中
エ
入
ル

近
型
ノ
者
敏
λ
誕
形
ヲ
見
ル
」
と
あ
る
.

巻
二
永
禄
八
年
=
一
月
一
五
日
由
記
に
は
「
将
軍
家
ノ
南
殴
エ
鹿
ニ
匹
瓦
テ
北
ユ
向
テ
鳴
キ
消
失
ス
依
之
今
日
諸
甘
-
一
於
テ
七

座
ッ
、
ノ
護
軍
ヲ
被
仰
付
江
州
ユ
テ
ハ
日
吉
雷
鹿
八
幡
呉
須
多
賀
白
鑓
万
本
天
王
大
田
技
小
日
技
勢
多
竹
生
絹
等
ノ
社
ユ
於
テ

其
沙
ホ
7
リ
屋
形
一
社
一
社
-
一
雫
'
円
ヲ
付
ラ
ル
天
下
不
吉
ノ
兆
ナ
リ
上
苔
耳
」
と
あ
る
@

巻
二
ハ
元
鑑
三
年
一
月
二
八
日
由
紀
に
は
「
白
姐
ノ
社
ヨ
リ
先
物
凪
ル
箕
浦
へ
噌
竹
ス
」
と
あ
る
.

剖
不
可
思
議
な
事
が
起
き
る
穆
て
ま
た
物
由
怪
等
自
存
在
。
=

m
『
江
源
武
鑑
「
』
巻
一

O
車
保
五
年
九
月
一
九
日
由
紀
に
は
「
白
昼
大
明
神
ノ
前
海
ノ
ヲ
モ
テ
一
町
ホ
ト
襖
ユ
石
ノ
鳥
井
7

ヲ
ハ
レ
出
ル
。
悶
廿
四
日
ヨ
リ
ウ
セ
ヌ
.
甚
不
吉
ノ
兆
ナ
リ
ト
-EO
古
来
エ
モ
聞
ス
ト
イ
ヘ
ハ
、
平
井
加
賀
守
カ
日
ぺ
昔
日
康

安
元
年
天
下
辺
瓦
ノ
時
、
白
ヒ
ゲ
ノ
前
ユ
二
町
余
ノ
橋
出

t
又
竹
生
嶋
ヨ
リ
箕
浦
へ
三
慰
奈
ノ
所
-
一
山
間
中
・
云
届
出
タ
ル
事

ア
リ
ト
組
問
記
ユ
有
リ
。
腕
代
モ
ア
ル
事
ユ
コ
ゾ
ト
目
玉
。
ト
カ
ク
聞
出
家
ノ
破
レ
ン
兆
ト
掴
I

八
大
キ
ユ
ア
ヤ
プ
メ
リ
」
と
あ
る
。

巷
五
天
文
二
二
年
五
月
二
回
目
白
記
に
は
『
竹
生
崎
ヨ
リ
箕
浦
へ
場
五
主
白
キ
筋
一
通
ア
リ
。
古
記
ニ
康
安
元
犀
辛
丑
天
下
逆

乱
ノ
時
竹
生
崎
ヨ
リ
箕
浦
マ
テ
三
里
余
ノ
海
上
ニ
石
ノ
橋
ウ
カ
ミ
出
タ
ル
事
ア
リ
.
今
度
モ
如
何
成
事
カ
出
来
ン
カ
ト
テ
闘
人

大
キ
エ
ア
ヤ
シ
ム
」
と
あ
る
.

お
強
〈
仏
を
敬
仰
す
る
事
。

引
出
室
町
幕
府
第
三
-
夜
将
軍
の
足
利
義
司
院
号
は
光
源
院
融
山
遊
園
。

お
『
江
巌
武
鑑
厄
巻
七
弘
街
三
年
五
月
-
五
日
由
紀
に
は
「
特
電
窒
白
姐
明
神
ニ
詣
テ
玉
フ
」
と
あ
る
e

部
室
町
幕
府
第
一
五
代
将
軍
の
足
利
義
司
永
禄
一
二
年
(
一
五
六
九
〕
に
従
三
位
指
大
納
曹
と
な
る
。
法
号
は
軍
陣
院
昌

山
遺
体
。

計
『
浅
井
三
代
記
』
第
一
二
に
は
『
小
川
合
の
飽
矢
島
野
白
教
外
寺
巴
か
り
に
御
座
を
う
っ
し
車
る
」
「
備
前
今
肢
の
宿
に
着
陸

被
遊
備
前
守
は
義
景
の
許
へ
此
段
注
進
申
け
れ
は
伺
迎
に
催
恒
則
一
乗
の
内
安
聾
寺
と
申
寺
へ
御
陵
を
う
つ
L
a申
り
重
用
す
る

と
い
へ
と
も
天
下
の
御
大
事
の
御
役
に
立
へ
き
と
も
見
え
さ
り
け
り
」
「
去
程
に
義
昭
公
越
前
園
一
乗
の
苔
を
御
立
披
遊
同
国
寺

庄
に
一
宿
被
遊
翌
日
江
州
本
白
本
地
磁
の
寺
に
御
著
庫
健
康
地
蔵
に
御
祈
願
や
有
け
ん
書
語
を
披
詩
戒
」
と
あ
る
.

『
刺
倉
始
末
記
』
書
四
に
は
「
(
絵
本
久
秀
が
三
好
義
継
・
り
を
語
ら
い
、
三
好
勢
が
}

L

m
禄
八
年
五
月
十
九
日
清
水
詣
-
一
事
寄
セ

テ
マ
タ
夜
ノ
深
キ
エ
何
ト
ハ
不
知
洛
崎
東
山
ノ
御
所
ユ
ソ
推
寄
ケ
ル
」
「
永
隊
十
一
年
十
月
廿
一
日
敦
賀
ヲ
御
出
有
府
中
砲
門
寺
へ

人
給
ヒ
暫
タ
御
休
息

7γ
マ
シ
テ
其
日
衷
ノ
刻
-
乗
安
聾
寺
ユ
着
御
ナ
リ
」
と
あ
る
@

舗
『
江
源
武
鑑
』
巷
一
二
永
禄
九
年
八
月
二
五
自
由
記
に
は
「
天
下
再
興
ノ
御
需
ト
テ
矢
崎
ノ
嗣
所
御
代
々
ノ
御
系
圃
ヲ
書

-
E
A
 

噌

E
A

唱

E
A



白
援
神
社
所
蔵
『
白
嶺
神
社
縁
起
』

註
釈
(
二
)"

さ

ん

ふ

さ

江
州
の
諸
祉
に
、
源
氏
の
系
闘
を
か
き
て
お
さ
め
た
ま
ひ
し
。
徳
大
寺
内
府
公
維
公
、
其
頃
は
機

大
納
言
に
て
い
ま
せ
し
に
か
か
し
め
給
て
、
嘗
-
祉
に
お
さ
め
た
ま
ひ
ぬ
。
諸
一
位
の
威
力
む
な
し
か
ら

"

ら

の

の

ふ

や

そ

う

管

"

M

M

ら

い

u

ず
。
武
士
の
八
十
氏
の
か
た
く
に
わ
か
れ
ゆ
け
ど
、
其
源
の
氏
、
千
五
百
秋
の
す
え
ま
で
た
え
や

ら
じ
と
、
ま
こ
と
に
あ
ふ
ぎ
て
も
、
な
を
あ
ま
り
あ
る
こ
と
に
こ
そ
。

開

い

U
と

や
、
粧
の
上
に
伊
勢
の
内
外
宮
を
た
て
、
側
に
天
の
巌
戸
を
う
っ
し
、
亦
、
八
幡
・
賀
茂
・
高
良

M
W
 

三
祉
を
も
造
り
ぬ
。
八
幡
・
賀
茂
は
源
家
の
た
と
む
べ
き
紳
明
。
高
良
又
竹
内
宿
紘
と
て
、
一
-
一
百

飴
歳
の
よ
は
ひ
を
た
も
ち
し
人
な
れ
ば
に
や
。

(
詞
書
第
十
三
段
)

初

剖

ぜ

ん

。

廿
二
年
二
月
先
枇
の
震
と
て
、
石
備
の
阿
弥
陀
四
十
八
鉢
を
彫
刻
し
て
、
枇
近
き
所
に
を
く
o

e
qし
ゅ
あ
ん

今
、
其
前
に
庵
あ
り
、
国
間
取
庵
と
名
付
く
。

(
詞
書
第
十
四
段
)

包

ご

れ

い

ぜ

い

い

ん

息

づ

勺

廿
三
年
、
後
冷
泉
院
永
承
閉
年
に
、
天
下
の
紳
祉
に
悌
舎
利
一
粒
宛
納
む
と
い
へ
る
欝
記
を
見

て
、
江
陽
の
紳
祉
を
慰
検
せ
し
に
、
さ
ば
か
り
の
祉
に
も
、
多
く
は
失
侍
り
て
、
日
吉
、
白
掘
調
な
ど
、

『
色
築
字
額
抄
』
に
は
、
「
管
傾
ツ
カ
サ
ト
ル
ク
ワ
ン
リ
ヤ
ウ
」
と
あ
る
.
円
テ
キ
ス
ト
は
風
間
投
崩
『
色
難
字
自
制
抄
研
究
並
び

に
索
引
』
に
よ
る
)

『
太
平
記
』
喜
六
「
赤
坂
合
戦
車
内
人
見
本
開
紘
懸
事
」
に
は
「
楠
此
一
一
醐
年
ガ
同
和
泉
・
河
内
ヲ
管
領
シ
テ
、
若
干
ノ
兵
根

ヲ
取
り
入
テ
候
ナ
レ
パ
、
兵
岨
慣
を
鮪
左
右
盛
候
マ
ジ
」
と
あ
る
.

相
三
重
県
志
摩
郡
磯
部
町
に
あ
る
室
戸
。
須
佐
之
男
命
由
度
重
な
る
娘
請
に
胞
を
立
て
た
天
問
中
八
神
が
盗
を
隠
し
た
局
所
と

伝
わ
る
.
(
テ
キ
ス
ト
は
岩
被
害
盾
『
日
本
古
典
文
学
太
系
』
版
に
よ
る
}

岨
武
内
宿
圃
喝
罪
町
天
皇
、
成
務
天
車
、
仲
哀
天
皇
、
応
品
開
天
皇
、
仁
徳
天
皇
に
仕
え
た
と
い
う
架
空
白
人
句
没
年
は
書

物
に
よ
勺
て
悌
々
で
あ
る
が
、
何
れ
も
民
く
生
き
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
.

『
風
土
記
』
「
逸
文
因
幡
闘
」
武
内
宿
繍
に
は
「
因
幡
園
風
土
記
云
鍵
波
町
議
宮
戸
植
実
皇
治
天
下
五
十
五
年
春
一
-
一
月
大
臣
武

内
宿
禰
御
歳
三
百
六
十
齢
哉
書
圃
御
下
向
於
亀
金
双
履
残
御
陰
所
不
知
」
と
お
る
.
{
テ
キ
ス
ト
は
岩
波
書
賠
『
日
本
古
典

文
堂
大
系
』
阪
に
よ
る
)

印
『
江
藤
武
鑑
』
皇
室
ニ
二
年
二
月
二
五
日
記
に
は
「
屋
形
亡
母
ノ
雪
量
郡
ユ
閉
+
京
ノ
福
ヲ
作
ル
@
奉

行
問
中
医
旦
宝
資
光
ナ
リ
」
と
あ
る
.

日
亡
母
-

m
第
七
O
S
I白
星
白
後
冷
泉
夫
弓
在
位
は
寛
徳
二
年
(
一

O
四
五

}
1ム
市
層
四
年
{
一

Q
ハ
0.

間
『
史
料
綜
覧
』
巻
二
永
承
四
年
一

O
月
二
五
自
由
記
に
は
「
諸
国
ノ
酔
社
三
備
舎
利
各
一
粒
ヲ
奉
納
ス
」
と
あ
る
。

『
江
源
武
鑑
』
巷
五
天
文
二
三
年
九
月
-
五
日
目
記
に
は
「
屋
形
笛
記
ヲ
見
テ
日
夕
、
水
車
四
年
己
丑
悌
舎
利
一
位
ヲ
天
下
ノ

神
社
ユ
納
ル
ト
ナ
リ
.
江
陶
諸
社
ノ
神
主
ユ
タ
プ
ネ
ラ
ル
ベ
キ
ト
テ
使
節
ヲ
所
々
社
ヘ
タ
テ
玉
フ
ユ
前
起
ノ
ゴ
ト
タ
納
J
F

宵
之
.

社
ハ
日
吉
社
白
髪
社
長
須
佐
箇
鹿
社
八
幡
社
佐
佐
木
批
比
車
社
勢
善
社
賀
多
社
江
北
天
明
経
仰
木
多
国
社
雄
琴
社
幸
津
河
社
告

十
三
箇
所
ナ
リ
.
此
外
大
社
多
ハ
無
主
屋
形
昔
日
ノ
験
ノ
断
絶
ス
ル
事
ヲ
歎
テ
代
々
所
持
ノ
悌
一
舎
利
一
粒
ヲ
名
妊
等
-
一
納
メ

玉
フ
.
飽
テ
匡
形
ハ
昔
日
ノ
験
ノ
ナ
キ
事
ヲ
歎
テ
何
ノ
事
ト
イ
へ
共
畑
此
」
と
あ
る
@

刷
出
滋
賀
県
大
海
市
に
あ
る
日

ta里
、
日
枝
神
社
、
山
王
福
祉
白
総
本
宮
。
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日

加

わ
づ
か
十
三
社
な
ら
で
は
残
り
侍
ら
ざ
り
し
と
な
む
。
貞
太
乃
叡
信
よ
り
こ
と
お
こ
り
な
が
ら
も

数
百
歳
を
経
る
ま
で
、
せ
ざ
る
、
誠
に
希
有
の
事
と
ぞ
。

ま L S 
~Iミ佐翠

日壁"3f
也八街誌
。宍ヂ)

樫At
オtは
制自

!l'!度
τ 々

22 
此混
脚り

2h 
j!)J 

あ言者
l:::> 1;晋

た仮
にせ
1重し
立か
しば
て州、

簡1を
観五の
にんづ
復士か
しら
ぬあ
。れ

い IT

(
詞
書
第
十
六
段
)

往
昔
、
明
神
の
も
た
せ
給
へ
る
鉢
、
紅
の
前
に
あ
り
し
が
、
を
の
づ
か
ら
往
還
の
艇
に
そ
ひ
て
、

町

民

的

勧
進
せ
し
に
、
い
つ
の
時
に
か
、
大
津
よ
り
海
津
へ
行
松
に
そ
ひ
行
く
に
、
今
は
さ
、
ぐ
べ
き
物
な

L
。
大
津
へ
ゆ
か
む
折
、
必
ま
い
ら
す
べ
し
、
と
申
て
さ
り
ぬ
。
か
く
し
て
、
大
津
へ
も
ど
る
折
、

例
の
ご
と
く
鉢
う
き
来
り
け
れ
ば
、
鉢
に
あ
ま
る
ほ
ど
奉
才
を
胞
し
ぬ
れ
ど
、
い
か
な
る
ゆ
へ
に

や
、
沈
み
も
や
ら
ず
、
立
ち
ざ
り
も
せ
て
っ
き
そ
ひ
し
に
、
松
人
、
か
ほ
ど
ま
で
奉
る
に
、
猶
あ
き

た
ら
せ
給
は
ぬ
か
、
と
酬
明
り
、
あ
ま
っ
さ
へ
竿
を
も
て
鉢
を
つ
、
き
の
け
し
に
、
大
津
へ
も
ど
る
と

お
も
へ
ど
、
露
ば
か
り
も
立
さ
ら
で
、
其
傍
の
石
に
つ
な
ぎ
と
め
た
ら
む
や
う
に
て
、
一
七
日
を

日
堕
文
末
怖
認
ゆ
え
、
未
詳
と
し
て
お
く
。

『
仰
心
大
系
』
神
社
編
二
三
コ
広
江
凶
L

所
収
「
白
矧
帥
枇
縁
起
」
に
は
円
M
太
の
」
と
あ
る
。

町
田
天
皇
が
神
仏
を
信
仰
す
る
事
。

町
、
水
禄
六
年
(
一
五
六
一
二
)
に
六
角
京
で
起
こ
っ
た
内
部
抗
争
「
観
音
寺
騒
動
」
で
は
、
当
主
の
義
治
が
重
臣
の
後
藤
但
言

守
賢
豊
と
そ
の
息
子
で
あ
る
壱
岐
司
を
殺
害
し
た
事
に
よ
り
、
後
藤
氏
を
慕
う
ま
臣
速
が
反
旗
し
、
義
治
は
、
一
時
、
械
か
ら

逃
亡
す
る
ま
で
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
の
事
刊
を
機
に
、
六
角
氏
内
部
は
大
い
に
乱
れ
、
五
年
後
の
ホ
様
一
一
年
(
一
五
六
八
)

に
、
上
洛
を
望
む
織
田
信
長
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
観
音
寺
域
の
戦
い
」
で
敗
北
を
喫
す
る
。

回
『
江
源
武
鑑
』
巷
一
八
慶
長
一
三
年
の
記
に
は
「
大
織
冠
像
ヤ
プ
レ
テ
年
ヲ
コ
へ
テ
イ
ヘ
合
タ
リ
今
年
白
露
大
明
神
ノ
宮

秀
組
公
母
公
建
立
其
外
所
々
ノ
社
頑
建
立
ア
リ
L

と
あ
る
。

関
浅
井
長
政
由
民
主
・
茶
々
。
母
は
、
織
凹
信
長
の
妹
・
お
市
の
方
。
盟
問
亮
吉
田
側
室
と
な
り
、
文
禄
二
年
(
一
五
九
三
)

に
持
拍
を
慢
か
る
。

ω
-冗
々
の
出
角
。

日
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
は
「
比
良
山
似
某
神
験
無
方
也
。
雑
学
仙
道
又
行
飛
鉢
法
。
来
大
津
船
此
鉢
不
土
品
。
侠
少
本
手
。
頗
厭
此
鉢
。

以
米
一
依
投
蹴
鉢
上
。
此
鉢
飛
去
。
在
船
中
俵
。
皆
悉
相
随
O

加
枕
雁
之
点
笠
可
制
丁
以
帰
命
頂
礼
ι
其
後
未
及
船
中
。
相
伝
云
。

一
行
神
師
廿
米
我
例
。
週
日
此
事
訓
目
。
雛
辺
土
不
可
手
学
。
宣
若
欺
之
人
」
と
あ
る
。
(
テ
キ
ス
ト
は
岩
波
書
信
『
円
本
叩
軍

大
系
』
版
に
よ
る
)

位
溢
賀
県
の
臨
時

臼
岐
阜
県
白
南
司

制
事
高
。
神
仏
を
つ
つ
し
み
配
る
事
。
こ
こ
で
は
、
棒
げ
物
・
供
物
を
表
す
。

白
須
神
社
所
蔵
『
白
嶺
神
社
縁
起
』

註
釈
(
二
)

凶

経
し
か
ば
、
其
般
を
七
日
岩
と
申
す
。
そ
れ
に
も
な
を
あ
き
た
ら
ず
給
は
ざ
り
け
ん
、
上
の
谷
に
、

般
を
誰
お
す
と
も
な
く
て
お
し
あ
げ
、
く
だ
き
わ
れ
侍
り
ぬ
。
其
所
を
般
引
谷
と
申
程
に
、
今
、
其

“
と
ん
じ
ん

谷
の
中
に
、
く
さ
り
し
舵
板
な
ど
ゃ
う
の
も
の
、
ほ
り
出
す
と
や
。
退
も
凡
夫
の
貧
蹴
の
ご
と
く

に
は
あ
ら
ね
ど
、
ふ
か
さ
利
益
あ
る
事
を
か
む
が
み
て
、
か
く
こ
ら
し
め
給
ふ
な
ら
し
。
牛
羊
の
ま

日
ひ
や
i
う
れ
う

な
こ
に
て
は
評
量
し
が
た
き
事
な
り
。

(
詞
書
第
十
七
段
)

山
の
後
に
あ
た
り
て
、
頂
法
寺
と
申
大
伽
藍
あ
り
。
其
寺
僧
、
毎
歳
正
月
、
祉
の
う
へ
の
岩
上
に

ωほ
，
a
せ

坐
し
て
、
法
施
を
献
す
。
今
に
、
経
岩
と
名
付
く
。

(
詞
書
第
十
八
段
)

刊

を
り
ふ
し
ご
と
に
龍
灯
う
か
び
来
り
、
祉
の
傍
の
松
に
う
つ
り
て
、
内
陣
に
い
れ
ば
、
枇
内
震
動

す
。
ま
こ
と
に
鑑
瑞
な
り
。
近
き
頃
も
み
し
人
多
く
、
ま
た
宮
っ
こ
、
土
穏
に
油
を
入
、
ょ
な
く

灯
を
と
ほ
し
、
き
ゆ
る
を
ま
、
に
い
た
す
。
よ
の
つ
ね
院
ま
て
侍
る
に
、
仙
を
く
は
え
ね
ど
、
だ
れ

か
、
ぐ
と
も
な
く
、
昼
夜
二
三
日
ば
か
り
、
消
も
や
ら
ぬ
事
、
あ
ま
た
〉
び
な
り
。

藤
原
軍
好
闘
之(

朱
印
)

ηバ
U

吋
l
ム

噌

E
A

出
明
神
崎
に
あ
る
と
い
う
岩
。

L
e
a
h
じ
4

e

，

師
仏
教
に
お
け
る
「
三
毒
」
と
呼
ば
れ
る
煩
悩
「
首
鼠
療
」
の
う
ち
、

Z
E
は
責
欲
、
「
順
」
は
怒
り
を
表
す
。

肝
お
し
は
か
る
事
。

朗
幹
摩
守
が
正
し
い
。
比
叡
山
三
千
助
由
一
院
で
あ
っ
た
。
胤
昨
二
年
(
八
四
九
)
創
建
と
さ
れ
る
。
天
台
宗
系
の
寺
院
と

伝
わ
る
。
元
他
二
年
(
一
五
七
一
)
に
織
田
信
長
に
よ
勺
て
焼
打
ち
さ
れ
た
。
以
上
、
『
滋
賀
県
の
地
名
』
(
平
凡
社
〕
に
よ
る
。

印
仏
法
を
説
い
た
り
、
経
を
唱
え
る
事
。

守マ

叩
『
江
源
武
鑑
』
巻
回
天
文
一
四
年
九
月
二
五
日
の
記
に
は
「
白
髪
ノ
社
鳴
動
ス
。
依
之
彼
社
軍
構
少
輔
ガ
方
ヨ
リ
観
音
域

へ
一
一
言
上
ス
」
と
あ
る
。

川
昌
二
天
文
一
二
年
八
月
二
三
川
町
記
に
観
宵
世
、
告
凹
天
文
一
八
司
L
H
一
五
什
の
配
に
白
州
幸
棺
川
の
官
、
甚
六
弘
治

元
年
三
月
一
間
日
の
記
に
江
州
八
幡
宮
ゐ
社
、
告
七
弘
治
二
年
一

O
B
一
九
日
目
起
に
的
胞
社
、
弘
前
三
年
一
月
二
八
日
由
記

に
竹
生
局
白
宮
、
巷
九
弘
治
元
年
改
弘
治
四
年
二
月
一
八
日
の
記
に
品
川
主
苫
内
陣
、
昌
一

O
永
田
開
五
年
九
月
九
日
由
記
に
箇

腿
社
、
永
岡
六
年
八
月
二
五
日
由
記
に
江
北
の
天
神
の
社
、
永
保
七
年
五
月
二
三
自
由
記
に
山
王
早
尾
白
社
、
永
同
七
年
一

O

月
一
九
日
の
紀
に
江
州
岡
山
械
、
些
二
永
M
八
年
一

O
H
一
一
二
日
由
紀
に
ヒ
賀
茂
白
甘
、

K
M
一
O
年
八
月
二
四
日
由
紀
に

H吉
田
社
、
世
一
凹
主
禄
一
二
年
五
月
四
日
の
紀
に
勢
多
の
社
、
豊
一
七
疋
正
四
年
四
月
二
六
日
の
記
に
京
都
北
野
神
社
、
昌

一
八
天
正

}
O年
五
月
二
二
日
の
記
に
佐
々
木
神
社
、
慶
長
九
年
九
月
二
凶
日
の
記
に
佐
々
木
神
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
鳴
動
し
た

と
あ
る
。

η
不
思
議
な
吉
兆
ι
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河謹厳上有漁翁。
昔シ、釣 lJセシ翁ノ
定メ居ケル石有 lJ。

七日七夜祈リ申スニ

我是山主比良明紳也

奥州陸奥闘陸奥ノl調・下野ノ闘

※石山寺の丈六本尊と混乱している。



〈
調
書
第
六
段
付
表
〉
使
用
テ
キ
ス
ト
一
覧
(
テ
キ
ス
ト
中
の
ル
ピ
は
省

略
)

・
『
三
宝
絵
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
三
宝
絵
注
好
選
』
平
成
九
年
岩

波
書
居

・
『
今
昔
物
語
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
今
昔
物
語
集
三
』
昭
和
田

O

年
第
三
刷
岩
波
書
庖

・
『
東
大
寺
要
録
』
昭
和
一
九
年
全
国
書
房

・
『
元
享
稗
書
』
新
訂
増
補
国
司
史
大
系
三
一
昭
和
五
年
吉
川
弘
文
館

・
『
石
山
寺
縁
起
』
大
日
本
仏
教
全
書
一
一
七
寺
誌
叢
書
一
昭
和
五
五
年

(
覆
刻
)
名
著
普
及
会

・
『
石
山
物
語
』
(
明
暦
刊
本
)
室
町
時
代
物
語
大
成
二
昭
和
四
九
年
角
川

書
庖

・
『
本
朝
高
僧
侍
』
大
日
本
仏
教
全
書
一

O
二
『
本
朝
高
僧
伝
第
一
』
昭
和

五
九
年
(
覆
刻
版
第
二
刷
)
名
著
普
及
会

補
記

[
藤
原
俊
清
]

・
元
禄
一
七
年
三
八
参
議
従
三
位
左
大
燐
。
九
月
廿
一
任
権
中
納
言
。
元

日
節
舎
外
弁
会
田
一
命
使
。
御
酒
勅
使
)
。
線
事
定
執
筆
。
改
元
定
参
仕
。
東
照
宮
奉

幣
使
。

・
賓
永
二
年
三
九
槽
中
納
言
従
正
三
位
正
月
一
日
着
陣
。
二
月
一
自
民
賀

茂
侍
奏
。
元
日
節
舎
外
弁
。

『
公
卿
補
任
』
第
四
篇
(
新
訂
増
補
国
号
史
大
系
昭
和
五
年
吉
川
弘
文
館
)
を
参
考

白
祭
神
社
所
蔵
『
白
掘
調
神
社
縁
起
』

註
釈
(
二
)

に
し
た
。

日
高

千
晶
(
ひ
た
か
ち
あ
き
)
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学

phυ 
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